
第２２回新居浜市子ども・子育て会議 議事録 

 

１ 日時 

令和４年１０月２０日（木）１０：００～１０：２０ 

 

２ 場所 

新居浜市役所３階応接会議室 

 

３ 出席者 

（１）委員（１１名） 

合田幸広会長、合田史宣副会長、村上伊津紀委員、小野愛子委員、森直子委員、

加藤博正委員、八子美代子委員、髙橋千暁委員、住竜太郎委員、高橋竜貴委員、

高橋由紀子委員 

  （欠席者）篠原実夢委員、鈴木純子委員、廣瀨菜美委員、久保弥生委員 

（２）事務局 

古川福祉部長、酒井こども局長 正岡こども保育課長、服部こども保育課副課長 

 

４ 傍聴の可否 

可（傍聴者0名） 

 

５ 議題 

（１）特定教育・保育施設の利用定員について 

（２）その他 

 

６．資料  

別紙「特定教育・保育施設の利用定員について」 

 

会議録 

 

（１）福祉部長挨拶、こども局長挨拶 

（２）新しい委員の紹介 

（３）開会 

   ・過半数の出席により会議成立 

   ・会議の公開について了承 

（４）議題「特定教育・保育施設の利用定員について」 

・事務局から配布資料に基づき説明 

・質疑応答 

（合田史宣委員） 



在園児については、新園に優先して入園ということになるのか。 

（事務局） 

     令和５年度末の在園児は、新たな園に優先的に入所調整する。 

（高橋由紀子委員） 

金子保育園は、小学校に隣接しているが、廃止後はどうなるか。 

（事務局） 

仮設園舎はリース終了後は撤去する。旧園舎は解体し、敷地は学校へ返却する。 

（合田幸広会長） 

新規保育所の建設予定地はどのくらいの広さか。 

（事務局） 

まだ取得されていないが、予定地の半分程度と聞いている。 

（５）その他 

（髙橋千暁委員） 

    中萩小学校の放課後児童クラブのトイレは、場所が離れているため、子どもた 

ちが我慢していると聞いている。改善できないか。 

（事務局） 

    教育委員会に伝える。 

（村上伊津紀委員） 

    支援が必要な子どもに関して、教育委員会から幼稚園に対する補助金について

は、診断書が必要となっているが、不要にするなど間口を広げてほしい。 

（事務局） 

    教育委員会に伝える。なお、認定こども園で支援を要する場合、保育士の加配

制度がある。 

（八子美代子委員） 

    制度はあっても、保育士がいなくて雇えない状況。 

（事務局） 

    保育士資格がなくても、介助員枠で対応できる場合もあるので、相談してほしい。 

（６）閉会 

 

 


